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実践報告

自閉性 障害 児 に お け る絵カ ー ド交換式 コ ミュ ニ ケーシ ョ ン ・システム （PECS ）

　　　　　　　　 の 家庭内での 自発的使 用促進 に関する研究

飯島　啓太
＊ ・高橋 　甲介

＊
  野 呂　文行

＊＊

　絵カ
ー

ド交換式 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・シ ス テ ム （PECS ）は、自閉性障害児が機能 的な

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行 動を獲 得す る こ とを 目的 とする、絵 カ
ー

ドを使用 した コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン行動の ト レ ーニ ン グ ・シ ス テ ム で ある 。 本研 究は 、 自閉性障害 の小 学 1 年生 1

名 を対象 に家庭場面 における PECS の 使用 を促 進す る こ とを 目的 と した 。 その 指導手続

きは 、生 態学 的 ア セ ス メ ン ト の 結果 に 基づ い て 立 案 さ れ た 。 ま た 、PECS ト レ ーニ ン

グ
・

マ ニ ュ ア ル に順ず る指導手続 きと、機会利用型指導法 に よ る指導手続 きが実施 され

た 。 こ れ ら の 指導手続 きは 、対象児の 母 親 に よ っ て 行 われ た 。 そ の 結果 、対象児 は 機会

利用 型指導法に よる指導期 にお い て PECS に よる 自発的な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動を生

起 する よ うに な っ た 。 今後 の 課題 と し て 、 親指導 プ ロ グ ラ ム に PECS を組み 込む こ とで

そ の 使用の 長期的な維持を検討する必要 1生が 示唆され た 。

キ ー ・ワ ード ：PECS 　機会利用型指導法　生態学的ア セ ス メ ン ト　 自閉性障害

1．は じめに

　音声言 語 の 獲得を困難 とす る 自閉性障害児 に

対 して 、非音声言語手段 を コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

の ため の 代替手段 と した研 究が数多 く行 なわ れ

て きて い る （例 えば 、 野 呂 ・山本 ・加藤，1992

な ど）。 それ らの 代替手段 は 、補助 ・代替 コ ミ

ュ ニ ケ ーシ ョ ン （Augmentative 　and 　Alternative

Communication ：以下 AAC とする）と呼 ばれて い

る （津 田 ，1998）。AAC 手段 として は 、ジ ェ ス

チ ャ
ー、サ イ ン

、
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン ・ボ

ー
ド、

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・エ イ ド、 文字 な ど 、 さ ま

ざまな もの が使 用され て い る （佐竹 ，
2000＞。

　 AAC 手段の
一

つ に 、絵 カ
ー

ド交換式 コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン ・シ ス テ ム （The 　Picture　Exchange

Communication 　System二以下 PECS とす る）が あ

る 。 PECS は 、自閉性障害及び関連の 障害の ある

子 ど もや 成 人が機能的 な コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 行

＊

筑波大学大学院教育研究科
＊＊

筑波大学大学 院人 間総合科学研究科

動 を短期 間で 獲得 する こ とを 目的 とす る 、 絵 カ

ー
ドを使用 した コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン行動 ト レ

ー

ニ ン グ ・シ ス テ ム で あ る （FTost ＆ Bondy ，

2002）。

　PECS で は 、欲 し い もの や して ほ しい こ とを

表す絵カ ー
ドを相手に手渡す こ とに よ っ て コ ミ

ュ ニ ケ ーシ ョ ン を行 うこ とを子 ども に教 える こ

とが 基本 となる 。 そ の た め の PECS の 具体 的な

指導方法 は、Frost　and 　Bondy （2002）に よ っ て ト

レ ーニ ン グ
・

マ ニ ュ ア ル に まとめ ら れ て い る 。

こ の 中 で は 、 ト レーニ ン グは 6 つ の フ ェ イズ に

分け られ て い る 。
こ れ ら の 手続 きは応用行動分

析学の 原 理 に 基づ い た もの で あ る 。 また 、 自発

的で 機 能的な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動 を習得す

る た め に 必 要な プ ロ ン プ ト ・フ ェ イ デ ィ ン グ

法、強化子 、エ ラ
ー修正手続 きが 明確 に示 され

て い る 。

　PECS が効 果的 な コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン を促進

す る 要 因 に 関 して は 、Yokoyama ，　Naoi ，　and

Yamamoto （2006）が 以 下の 2 点 を指摘 して い る 。
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一
つ は、PECS が単純 な動作 を利用 し て い る 点

で ある 。 そ の た め 、予備 的訓練 を行 う必要が な

い
。 子 ど もは 、 トレ ーニ ン グ の 初期段 階か ら コ

ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 機会が 保障 され る 。 も う

一

つ は 、絵 カ ー
ドが コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の 手段 と

して 用 い られ る点で あ る 。 そ の た め 、社会 的な

環境 にお い て も周 りの 人が コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

の 内容 を理解 しや す い とい う利 点がある 。

　 PECS の 効果 を検 証す る た め の 研 究 に お い て

は、主 に 以下 の 点 に関 して 系統的 に検証す る こ

とに焦点が 当て られ て い る。PECS の 習得、社

会 的相 互作用 へ の PECS の 効果、行 動 マ ネ
ー

ジ

メ ン トへ の PECS の 効果 、
　 PECS の 使用 と音声言

語 の 発 達 と の 関係 性 の 4 つ で あ る （Bondy ＆

Frost
，
1998

，
2001）。 近 年 こ れ らに 注 目 し た さ ま

ざま な研 究が 報告 さ れ 、効 果 が 示 され て い る

（Charlop−Christy，　Carpenter，　Le，　LeB 且anc ，＆ Kellet，

2002 ；Ganz ＆ Simpson
，
2004 ；小井 田

・
園 山 ，

2004 ；Schwartz ，　Garfinkle，＆ Bauer ，1998 な ど）。

　PECS に関 して 、獲得 し た コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ

ン の ス キ ル の 使用 とそ の 維持に つ い て 、日常場

面 にお い て 検討す る こ と の 必要 性が指摘 され て

い る （小井田
・園山 ・竹 内 ，

2003 ；Yokoyarna　et

aL ，
2006）。 こ れ は 、言語 な ど の コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン 行動 の 最 も重要 な機能 と して 、日常 的環

境 お よ び社会的環境 にお ける 情報伝 達手段 と し

て の 役割が 指摘 され て い るた めで ある （出 口 ・

山本，1985）。
こ の こ とは 、 AAC 手段 に つ い て

も同様で ある 。

　 PECS に よ る コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 行動 を 日常

場面 にお い て 使用す る こ と を促進す る手続 き と

し て 、機 会利用型指 導法 （incidental　teaching ）

の 有効性が 示唆 され て い る （小 井 田 ら，2003）。

機会利用型指導法は 、 生活の 自然な文脈を生 か

し て 言語行動 を ト レーニ ン グす る こ と で
、 日常

場面 に お ける機能的 な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動

を形成 す る た め に 開発 され た 方法 で あ る （Hart

＆ Risley，1975，1978）。 こ の 方法は元来、子 ど

も自身の 日常 的環境の 中で 生起す る言語の 教示

機 会に お い て 系統的な教示方法を 用 い る こ と

で 、子 ど もの 自発 的で 機能的な言 語使用 を発達

さ せ 、維持 さ せ る こ と を目的 と した も の で ある

（出 口
・LLi本，1985）。

　機 会利用型指導法 の 基本的 な手続 きは 、教示

機会 、 時間遅 延、プ ロ ン プ ト、モ デ ル 提示 、強

化 刺激 の 5 つ の 段 階か ら な っ て い る （Hart ＆

Risley
，

ユ975）。 教示機会 の 段 階で は 、指 導者 は

子 ど もが発話 する 機 会 を多 くす る よ うな環境条

件 を整 える 。 時間遅 延の 段階で は 、 指導者 は子

ど もが発 話で 要求 し て くる の を待 つ
。 プ ロ ン プ

トの 段階 で は 、子 ど もが 要求 の 際 に 発話 し な い

場合に、指導者は子 ど もが 適切 な発 話を行 うよ

うに 促す 。 こ の プ ロ ン プ トは子 ど もの 発話 の 自

発性の 向上 に 応 じ て 徐 々 に小 さ く、少な くして

い く。 プ ロ ン プ トの 段階 で も適切 な発話が生 起

し な い 場合、モ デ ル 提示 の 段階 と して 指導者 は

発話 モ デ ル を示す。強化刺激 の 段階で は 、指導

者 は 子 ど もが 適切 な発話を生 起 させ た らす ぐに

子 どもが 要 求 した物や 行為を提供す る 。

　機会利 用型 指導法 は も と も と 、 軽 度な 言語発

達 の 遅 れ の あ る子 ど も に言語指導 を行 うた め に

開発 され た方法で あ る （出口 ・LU本 ，1985）。 し

か し、AAC 手段 に よ る コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン行動

の 使用 を 日常 場面 にお い て促進す る方法 と して

も応用 され て い る （Carr ＆ Kologinsky，1983 ；

Schepis，　Reid，　Fitzgerald，　Faw ，　Van 　Den 　Pol，＆

Welty，1982）。そ の た め PECS に お い て も、そ

の 日常場面 で の 使用 が機会利用 型指 導法 に よ り

促進 され る とい うこ とが 考 え られ るが 、 こ れ ま

で にそ の 検討 は な され て い な い
。

　 ま た PECS は、大学 な どの 専 門機 関や 学校場

面 、未就学児の た め の 教室、療育施設な ど で ト

レ ーニ ン グ が行 わ れ る こ とも多 い （Chambers ＆

Rehfeldt，2003 ；Frea，　 Arnold，＆ Vittimberga，

2001；Ga皿z ＆ Simpson，2004；Yokoyama 　et　al．，

2006な ど）。 機会利用型 指導法 は
、 訓練室場 面

な どに お ける 集中訓 練 と組み合わ せ る こ と で 、

獲 得 した言語行動の 日常場面 で の 使用 を促進す

る と い う効果 を も つ こ と も報 告 され て い る 。

（Halle ，
　Marshall

， ＆ Spradlin， 1979 ；Rogers −

Warren ＆ Wa エren ，1980）。 し か し PECS に 関 し て

は 、機会利用型指導法が 、非 日常場面 で 指導 さ
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れ た コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン行動 の 日常場面 におけ

る使 用 を促進する効果 を もつ か どうか は検討さ

れ て い ない
。

　 さ ら に 日常場面で の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 行動

の 指 導の 際に は 、対象児の 日常場面 に お ける行

動 をア セ ス メ ン トし、そ の 結果 を もと に指 導方

法 を立案する と い うア プ ロ
ー

チ が必要 で ある と

い う指摘 もな され て い る （加藤，1997）。 河津
・

井上 ・藤 田 （1996）は コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 行動 の

指導に お い て 、子 どもが 日常場面 で どの よ うな

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動を、何 に対 し て 、ある

い は誰 に 対 して 自発 し て い る の か 、 聞 き手 は ど

う対応 し て い る の か に つ い て の 評価 を行 っ て い

る 。 小井 田 ら （2003）は こ の よ うな手続 きを生態

学 的ア セ ス メ ン トと呼ん で い る 。そ して 、生態

学的ア セ ス メ ン トと機会利用 型指導法を組み合

わせ る こ とが 、PECS に よる コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

行動 を 日常場面で 使用す る こ とを促 進す る可 能

性 が ある こ と を指摘 して い る 。

　 そ こ で 本研 究で は、A 大学 の 指導室 に お い て

PECS の トレ
ー

ニ ン グ を受 けた 自閉性障害児 1

名 を対象 と して 、日常場面 にお ける PECS の 使

用 を促 進 す る こ と を目的 と した 介入 を実 施 し

た 。 介入 を行 うに当 た っ て は 、生 態学的 ア セ ス

メ ン トの 結 果 を もとに 介入 手続 きを立案 した。

さ らに 、日常 場 面 にお け る PECS の 自発 的 な使

用 を促すた め の 介入 と して 、 機会利用型 指導法

の 効果 を検討 した 。

］．方 　法

　 1．参加者

　本研究 に は 、自閉性障害の ある 児童 1 名 とそ

の 母親が 参加 した 。 対象児は、知的障害養護学

校に 在籍する男児で あ っ た
。 生 活年齢 3 歳 6 ヵ

月時 に 大学附属 の 医療機関 で 自閉性 障害 と診断

されて い た 。 研 究開始時の 生 活年齢は 6歳 8 ヵ

月で あ っ た 。 生 活 年齢 6 歳 4 ヵ 月 時 に お け る

KIDS 乳幼 児発 達ス ケール で は、総合発達年齢

は 2 歳 0 ヵ 月で あっ た 。

　対象児 は 、家庭場面 で は 母 親 など に 自分 か ら

関わ っ て い くこ とが 多か っ た。 しか し、発声 を

頻繁 に 生 起 させ る も の の 、機能 的な音声言語 を

表出す る こ とは非常 に少 なか っ た 。 また 、対象

児 の そ の 他 の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン行動の レ パ ー

トリ ーも乏 しか っ た 。 そ の ため 母 親か ら の 希望

と して 、対象児の 言 い た い こ とが 分か りや すく

なる よ うな コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 指導 を行 うこ

とが あげられ て い た 。

　対象児は、A 大学の教育相談の 中で PECS の

トレ ーニ ン グ を受けて お り、本研究開始時まで

に PECS ト レ
ー

ニ ン グ
・

マ ニ ュ ア ル （Frost ＆

Bondy ，2002）にお ける フ ェ イズ 皿（カ
ー

ドの 弁別）

の段 階ま で 達成 して い た 。 こ れ に よ り対象児 は 、

複数 の 絵 カ ー ドが提示 され た ときに 、その 中か

ら欲 しい 食べ 物の 絵カ ー ド を選択 し、そ れ を指

導者 に手渡 して 要求す る 、と い う
一

連 の 行動 を

獲得 して い た 。 しか し こ れ ら の 行動は、PECS

の トレ
ー

ニ ン グ場面で しか生起 しなか っ た 。

　家庭場面 に お ける指導手続 きの 実行 と対象児

の 要求行動 の 記録 は、対 象児 の 母 親が 行 っ た 。

母親 に対 す る 指導 手続 きや 記録方 法の 教授 は 、

第 1 著者 （以 下 、指導者）が書面 お よび口頭 で 行

っ た 。 なお指 導 者 は 、本指 導 の 目的 と方 法、

PECS に 関す る先行研究 の 概 要等 を母 親 に説明

し、また 希望す る場合 は 途 中 で 指導を止 め て も

よ い とい うこ とな どを確認 し、研究参加 の 同意

を得た。

　 2．対象児の受 けた PECS トレ
ー

ニ ングの 履歴

　 A 大学 に お ける PECS の ト レ ーニ ン グ は 、 基

本的に Frost　and 　Bondy （2002）に よ る フ ェ イズ 1

か ら 皿 の 手続 きに 基づ い て行 わ れ た 。 フ ェ イズ

1 に お ける標 的行動 は、絵 カ ー ドを指導者 に手

渡 して 要求 を行 うこ と で あ っ た 。 フ ェ イズ 1 に

お け る標的行動 は 、対象児か ら約 3m 離 れ た場

所 に提示 され た 絵カ ー
ドを取 りに行 き、 指導者

の 近 く に 行 っ て 絵カ ー ドを手渡す こ と で あ っ

た 。 フ ェ イズ 皿 に お ける標的行動 は 、提示 され

た 4 枚の 絵 カー ドの 中か ら 1枚 を選択 して 指導

者 に 手渡す こ と で あ っ た 。 こ れ らの ト レ ーニ ン

グ は、指導開始前年 の 9 月か ら指導 を開始 した

年 の 7 月 まで の 間 に合計 28 セ ッ シ ョ ン 行わ れ

た。
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　 3 ．セ ッ テ ィ ン グ

　 A 大学で の 指導の 中で 母 親に指導手続 きを説

明 し、そ の 場で 手続 きを実際 に 10試行実施 した 。

家庭 に お ける指 導手続 きは、基 本 的 に母親が 指

導者 とな り、対象児の 体調や家族 の 予定 を考慮

し無理 な く実行で きる範 囲で 行 っ た 。

　PECS の 家庭 へ の 導入 は 、 対象児が 食 べ 物や

飲 み 物 を要求 す る機 会 に お い て 行 う こ と と し

た 。 ただ し 、 食事の 場面は 除 くこ と とした 。
こ

の 理 由は 、 対象児が 習得 して い る PECS に よる

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動 の ス キ ル が 要求機会 に

使用する の に 適 し て い る こ と と 、 対 象児の 生活

ス ケ ジ ュ
ール や 家庭で の 要求充足の 様子 に つ い

て の 情報 か ら、十分 な使用機会数が確保 で きる

こ とが確認され た た め で あ っ た 。 さらに母親 と

の 話 し合 い で 、 要求機会 を指導場 面 とす る こ と

に つ い て の承諾 を得 て 決定 した 。

　 4 ．使用物品

　母親か ら の 聞 き取 りと生 態学的ア セ ス メ ン ト

の 結果か ら選定 した対象児の 好 み の 物 品 と、そ

れ らの 写真 カ
ー

ドや 絵 カー ド、コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン ・ボ
ー

ド 、 お よび家庭用記録用 紙 を使用 し

た 。

　 5 ．手続 き

　 （1）生態学的 ア セ ス メ ン ト ：母親 に 聞 き取 り

を行 い
、 対象児の 家庭場面 に お ける要求充足行

動 の トポ グ ラ フ ィーお よび好み の 物 品 を特定 し

た 。また 、 対象児が 主 に 過 ご す部屋 の 配置 に つ

い て も特定 した 。 そ の 後、家庭 に お い て 対象児

の 要求充足行動 に つ い て家庭用記録用紙 を用 い

て記 録 を行 っ た 。 そ の 際、家庭 に コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・ボ
ー

ドと絵 カ
ー

ドを設置 し、対象児が

PECS を使用可能 な環境 を設定 した 。
　 PECS は 、

対象児が 要求充足 の 際 に 接近 す る こ と が 多い 場

所 で あ っ た 冷蔵庫 の 扉 に設置 した 。 記録 した 内

容 は 、対 象児が欲 しが っ た物 品、欲 しが っ た 時

間帯、要求充足 の 際に 用 い た トポ グ ラ フ ィ
ーと

そ の 生起 数で あ っ た 。 さらに、来談時 に記録用

紙 を もと に した 聞 き取 りを行 い 、記録内容の 確

認 を行 っ た 。 生 態学的 ア セ ス メ ン トの 記録は 6

日間行 っ た 。 こ の 記録 の うち要求充足の トポ グ

ラ フ ィ
ー

とそ の 生 起数 は、ベ ース ラ イ ン 1の 結

果 に含め た 。

　 （2）ベ
ー

ス ライ ン ：生 態学 的ア セ ス メ ン ト時

と同様 に 家庭 内の 冷蔵庫の 扉 に PECS を設 置 し

た 状況 にお い て、対 象児 が欲 しが っ た物 品お よ

び 要求充足 の 際 に用 い た トポ グ ラ フ ィ
ーとそ の

生 起数を記録 した 。

　なお、対象児が ど の よ うな要求充足行動 を生

起 させ た場合で も、母親 の 対応 は統 一す る こ と

と した 。 具体 的に は、母親 は PECS を使用 した

要 求行動が 生 起 した 時 と、既存の トポ グ ラ フ ィ

ー
で 要求充足行動が 生 起 した 時 と どち らの 場合

で あ っ て も、対象児に欲 しが っ た物 品を与える

よ うに した 。また与 える 量 も、ど の よ うな トポ

グ ラ フ ィ
ーを用 い た場合で も同 じ量 とする こ と

と した 。

　 （3）対面式 で の フ ェ イ ズ 皿 の トレ
ー

ニ ン グ 1

小 井 田 ・園山 （2004）の 手続きを参考 に、母親が

対象児 に 対 して A 大学で 行 っ た ト レ ーニ ン グ手

続 きを家庭場面で行 っ た 。 トレ
ー

ニ ン グ に並行

して 、 ト レ ー
ニ ン グ場面以外の 家庭 場面 にお け

る対象児 の 自発 的な 要求充足行動に つ い て も引

き続 き記録 した 。

　まず A 大学 に お い て 、指導者 は母親 に 対 し、

PECS トレーニ ン グ
・
マ ニ ュ ア ル （Frost ＆ Bondy

，

2002）に おける フ ェ イズ 皿 （カ
ー

ドの 弁別）の ト

レ ーニ ン グ方法 とそ の 記録 方法 に つ い て の 説明

を行 っ た
。 説 明は 口 頭お よび文書 を用 い て 行 っ

た。さ ら に 、 指導者が 手続 きの 実施方法を母親

に対 して 示範 した 。 続 い て 、母親が手続 きを対

象児 に対 し て 数 回練習 した 。そ の 際 、指導者は

必要に 応 じて助言や モ デ ル 提示 を行 っ た 。

　家庭 にお ける トレ ーニ ン グ は 、 生 態学的 ア セ

ス メ ン トに よ り特定 され た要求行動 の 生起 しや

す い 時間帯の うち 、 母親が 無理 な く実施で きる

と述 べ た時 間に 行 うこ と と した 。 こ の トレー
ニ

ン グ に お け る 標 的行 動 は 、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン ・ボ ー ドに は っ て提示 され た 2枚 の 絵 カ
ー

ド

か ら 1 枚 を選択 し、母 親 に手渡 して 要求を行 う

こ と で あ っ た 。 対象児 は 母 親 とテ
ー

ブ ル を は さ
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ん で 正対 した 。 母 親は対象児の 好 み の 食べ 物 2

個 を、対象児 の 手 の 届か ない 位置 に提 示 した 。

さ らに 、そ れ らに対応 した 2 枚の 絵 カ ー ドが は

っ て あ る コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ・ボ ー

ドを対象児

の 手の 届 く位 置 に提示 し、即座 に カ ー ドを手渡

す行動 の 合 図にな る よ うに手の 平 を対象児 に向

か っ て 見せ た 。 標的行動 が生 起 しな い 場 合 、あ

る い は誤 反応が 生 起 した場合 は 身体 プ ロ ン プ ト

を用い た 。 対象児か ら絵 カー ドを受け取 っ た後 、

母 親は そ の 物 品 を命名 し なが ら対象児 に 手渡 し

た 。 正 反応 の 定義 は 、対 象児が 絵 カ ー ドを 1枚

選択 し、そ れ を母親 に 手渡 し 、 さら に 渡 され た

物 品を食べ る こ と と した 。 トレ ーニ ン グ は、対

象児の 体調等を配慮 し て 原則 と して 1 日 1 セ ッ

シ ョ ン とし、 1 セ ッ シ ョ ン は 10試行 を上 限 と し

た 。 ま た、母親は所定の 記録用紙 を用 い て 、 各

試行 に お い て対象児が 生 起 させ た反応 の 正 誤 を

記録 した 。

　 なお、 トレーニ ン グ実施時 間以外 の 場面 に お

ける 対象児の 要求充足行動に 対す る 母親の 対応

は 、ベ ー
ス ライ ン の と きと同様 と した。

　 （4）機会利用型 指導法 ：機会利用型 指導法の

手続 きは 、 家庭 にお い て 対象児が 既存の トポ グ

ラ フ ィ
ーに よ る 要求充足行動 を生 起 させ た と き

に 行 っ た 。 そ の 際母親 は 、対象児 に 物品 を与え

る 前 に 冷蔵庫 の 扉 に 設置 され た コ ミ ュ ニ ケ
ーシ

ョ ン ・ボー
ドに は っ て あ るそ の 物 品に対応する

絵カ
ー

ドを手渡す よ うに対象児に プ ロ ン プ トを

行 っ た 。 プ ロ ン プ トと して 、 まず絵 カ
ー

ドの 指

差 し を行 い
、 対象児 が それ に 対 し約5秒 間無 反

応ある い は誤 反応を した場合は 身体 プ ロ ン プ ト

を用 い た 。

　 こ の 手続 きは 、対象児が 既存 の トポ グ ラ フ ィ

ー
に よ る要 求充足 行動 を生 起 させ た機会の う

ち 、 母親が実行可能 な場合 の み 行 うこ とと した 。

また 、対象児の 要求した物品に 対応 する 絵カ ー

ドが用意 され て い な い 場合は行 わ なか っ た 。

　 （5）フ ォ ロ ーア ッ プ ：機会利用型指 導法 に よ

る 要求行動 の 記録が 終了 した 日の 3 週 間後 か ら

の 7 日間実施 した 。 こ こ で は、PECS を使用 し

た 要求行動 の 生起 回数 を測定 した
。

　（6）手続 きの 整合性 とデ
ータ の 信頼性 1 母親

に よ る機会利用型指導法の 手続 きの 実行 の 整合

性お よび 収集 した デ
ー

タ の 信頼性 を測定す る た

め に 、指導者が家庭を 1 回訪問 した。指導者は、

生 態学的 ア セ ス メ ン トに よ っ て 明 らか に な っ た

要求行動の 生起 しや す い 時間帯 の うち、母親の

同 意 を得 られ た 日時 か ら 2 時 間 を選 び 訪 問 し

た 。

　手続 きの 整合性 に関 し て は 、指導者 の 滞在時

間 中に 観察 され た 手続 きの 実行機会 にお い て 、

機会利用型指導法の 手続 きが 正確 に実行 されて

い る こ とが確認 され た 。

　 デ ータ の 信頼性 に 関 して は 、 指導者の 滞在時

間中に お い て 対象児が生 起 させ た要求充足行動

の トポ グ ラ フ ィ
ーを観察 し、指導者 と母 親の 記

録の
一

致率 を算 出 した。一致率は 100％ で あ っ

た 。

　 （7）社 会的妥 当性の 評定 ：対象児 へ の 介入終

了後、青木 ・山本 （1996）を参考 に社 会的妥当性

に 関す る 評定項 目を作成 し、母親 に対 し て 回答

を求め た 。 評定項 目は、「対象児 が PECS を自発

的に使用で きる よ うに な る上 で本手続 きは有効

で あ っ た か」、 「PECS を使用 で きる よ うにな っ

た こ と で 対象児 との コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が と り

や す くな っ たか 」、「PECS の 指導は 効果が あ っ

た か」、「本研 究で 用 い た手続 きを家庭 で 実施す

る こ と は容易で あ っ たか」、「今後 も家庭で PECS

の 指導を継続 した い か」の 5点で あ っ た 。 こ れ

らの 評定項 目は 、 5段 階の リ ッ カ
ー

ト尺 度 （非

常 に そ う思 う、 そ う思 う 、 どち ら で も な い
、 そ

う思 わ な い 、全 くそ う思 わ な い 〉を用 い て 評定

され た 。

　 6．研 究デ ザイン

　 ベ ー
ス ラ イ ン （A 条件）、フ ェ イ ズ 皿 の トレ ー

ニ ン グ （B 条件 ）、 機会利用 型 指導 法 （C 条件 〉

の 3 つ の 条件を含む ABAC デ ザ イ ン を用 い た。

　 7 ．従属変数

　 各期 間に お い て 、対象児 が PECS を使用 して

自発的 な要求行動 を生 起 した回数 を従属変数 と

した 。
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要求場面 にお ける各 トポ グ ラ フ ィ ーの 生起頻度の 推移

皿．結 果

　指導 は 、X 年 8 月 5 日 か ら11月ユ3日まで 実施

し た 。 Fig ．1 に 、対象児 が 家庭 にお い て 自発 的

に PECS に よ る要求行動を生起 させ た頻度 と既

存の トポグ ラ フ ィ
ー

に よる要求行動 を生 起 させ

た頻 度、お よび プ ロ ン プ トされ て か ら PECS に

よ る 要求行 動 を生 起 させ た頻 度 の 推 移 を示 し

た。また 、Table　l に は各期 間に お い て対 象児が

要求 した 物品 と要求 した 回数、お よび PECS を

使用 した 回数を示 した 。

　 1 ．生態学的 アセ ス メ ン ト

　生態学的 ア セ ス メ ン トは 、 8 月 5 日か ら10 日

まで の 6 日間行 っ た （1 週 目）。

　母 親か らの 聞 き取 りと生 態学的ア セ ス メ ン ト

に よ り、 対象児 が要 求充足行動 と して 主 に 生 起

させ て い た トポ グラ フ ィ
ーは、欲 しい 物 品を自

分で 探 し出す とい う自己充足的 な行動 で ある こ

と が 明 ら か に な っ た 。 さ らに、そ の 物 品が 開封

で きな い 、ある い は調理が 必要 な場 合に は、母

親 の と こ ろ に持 っ て くる と い うこ とが報告 され

た。

　母親か らの 聞 き取 りか ら明 らか に な っ た対象

児の 好み の 物品 は、ピザ 、 ヨ ーグ ル ト、ジ ュ
ー

ス 、グ ミ 、 ウ ェ ハ
ー

ス 、バ ナナ、ア イス 、ク ラ

ッ カ
ー

、 柿 の 種 、ポ テ トチ ッ プス で あ っ た 。指

導者 は こ れ らの 絵 カ ー
ドを作成 した 。 なお 、指

導期 間中 に新 た に 要求が み られ た 物品 に つ い て

も、絵 カ ー ドを作成 した。

　また 、対象児が要求充足 を行 う際に物品 を探

索す る場所 は 、冷蔵庫か そ の 隣の 棚が 多い とい

うこ とが 明 らか に な っ た 。 そ の た め 、 PECS は

対象児が 要求充足 を行 う際 に 目に付 きや す い 冷

蔵庫 の 扉 に設置 した 。

　さ らに 、対象児 は要求充足行動 を 1 日の うち

ほ とん ど の 時間帯 に わ た っ て 生起 させ て い る こ

と も明 らか に な っ た 。 そ の 中 で も比 較 的要求が

多い 傾 向に あ っ た の は 、14時か ら 20時 にか けて

の 時間帯で あ っ た 。

　こ の 期 間 に対象児が 自発 した PECS に よ る要

求行動の 生 起頻度は 2回で あ っ た 。 既存 の トポ

グ ラ フ ィ
ー

に よ る要求行 動の 生 起頻度 は 40 回で

あ っ た 。
こ の 生 態学的 ア セ ス メ ン ト時 の 要求行

動の 生起頻度 の 結果 は 、ベ ース ラ イ ン 1 の デ ー

タ に含め る こ とと した 。

　 2 ．ベ ース ライン 1

　ベ ース ラ イ ン 1の デ
ー

タは 、 生 態学的ア セ ス

メ ン トの 期 間（8 月 5 日か ら10 日まで ［1 週 目］）
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ー

ド交換式 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・シ ス テム （PECS ）の 家庭内で の 自発的使用促進に 関す る研究

Table　1　 各期間にお ける要求物品 と要求回数

週 　期

写真 カ
ー

ド・

絵 カ
ー

ド
・

使用物 品

（PECS 使用 回数

／全要求回数）

1　〔85 〜810
雌
ヨ
ー

グ ／レ ト 01

2811 〜8 ユ5
ジュー

ス 　Otg
塑

塑

ウ ェ ハ ース 02

3816 〜82 ）

塁
ヨ
ー

グ ル ト Ol

2　　811 − 815
塑

ク ラ ソ カ
ー

　Ol

2 （811 〜815）

塑
ヨ ー

グ ル ト 02
一
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　 各 期 間 に お い て対 象児が 要 求 した 物品 と そ の 回 数 を 示 した ．「写 真 カ
ー

ド ・絵 カ
ー

ド ・使用 物 品」 と 「合計 」 の 欄 の 括弧 内で

は．そ の 物 品 をPECS を使用 し て 要求 した 回数 と，そ の 物 品 を 要求 した 全機 会数 を 示 した ．下 線 の 引 い て あ る 物品 は，そ の 期 間 に お い

て 絵 カ
ー

ドが 用意 されて い た物 品 を示 す．

お よび 8 月U 日か ら15日 ま で の 5 日間 （2 週 目）

の もの を示 した 。 2 週 目の 期間 に対象児が 自発

し た PECS に よ る要 求行動 の 生 起頻 度 は 0 回 で

あ っ た 。 既存 の トポ グ ラ フ ィ
ー

に よる要求行動

の 生 起頻度は 32回で あ っ た 。

　 3 ．フ ェ イズ 皿の トレ
ー

ニ ング

　こ の 条件を実施 した期 間は 、 8 月16 日か ら22

日ま で と 8 月23 日か ら28 日まで の 計 13 日間で あ

っ た （3 、 4 週 目）。 トレ ーニ ン グ は こ の うちの

10日間 に お い て 行わ れ た 。 1 日あ た り平 均試行

数 は 9．5試行で あ っ た。 トレ ーニ ン グ の 正反応

率は 80％ か ら 100％ の 間で 推移 した 。 そ れぞ れ

の 期 間に お い て対 象児 が訓 練場面以外 の 家庭場

面で 自発 した PECS に よる 要求行動 の 生 起頻度

は 0 回、 1 回で あ っ た 。 既存 の トポ グ ラ フ ィ
ー

に よ る要求行動の生起頻度は 74回 、 59回で あ っ

た 。

　 4．ベ ー
スラ イ ン 2

　 ベ ー
ス ラ イ ン 2 は 、 8 月29 日か ら 9 月 4 日 ま

で の 7 日 間行 っ た （5 週 目）。 こ の 期 間に対 象児

が 自発 した PECS に よ る 要 求行動 の 生起頻度 は

0 回で あ っ た 。 既存 の トポグラ フ ィ
ー

に よる 要

求行動 の 生起頻度 は 51回で あ っ た 。

　 5．機会利用型指導法

　機会利用型指導法の 条件は 、 9 月 5 日 か ら 11

月13 日ま で 実施 した 　（6 週 目か ら15週 目）。 6

週 目か ら 9 週 目に か けて対 象児 が プ ロ ン プ ト無

しで 自発 的に PECS に よる 要求行動 を生起 させ
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た頻度 が徐 々 に増 加 し 、 9週 目に は 18回 にな っ

た
。 さ ら に 、 12週 目に は 21 回まで 増加 した 。 13

週 目 か ら 15週 目 に か けて も、PECS に よ る 自発

的要求行動 は、 8 回前後 で 推移 した、母親 が対

象児 の 要求行動 に 対 して プ ロ ン プ トを行 っ た機

会数 は、 1 週あ た り 1 回 か ら 5 回で あ っ た 。 既

存の トポ グ ラ フ ィ
ー

に よ る 要求行動 の 生起頻度

は 6 週 目に は 30 回で あ っ た が 、 8週 目ま で に 9

回まで減少 した 。9、10週 目 にか けて は ま た増

加 して それ ぞれ 12回、13回 とな っ たが 、ll週 目

か ら15週 目に か けて は再び減少 し、 3 回か ら 9

回の 範囲で 推移 した 。

　 6 ．フ ォ ロ ーア ッ プ

　 フ ォ ロ
ー

ア ッ プは、機会利 用型指導法の 条件

に よ る 指導終了 の 3週 間 後で ある 12月 5 日か ら

12月11日 まで行 っ た （16週 目）。 こ の 期 間に対象

児が 自発 した PECS に よ る 要求行動 の 生 起頻度

は 8 回で あ っ た 。 母親が対象児の 要求行動 に 対

し て プ ロ ン プ トを行 っ た機 会 数は 2 回 で あ っ

た 。 既存の トポ グ ラ フ ィ
ーに よ る 要求行動 の 生

起頻度 は 5 回で あ っ た 。

　 7 ．社会的妥当性

　Table　2 に 、 社 会的妥当性評定の ため の 質問項

目 とそ れ らに対 す る母親 の 回答 を示 した 。 母親

は 、 子 ど もに関する項 目は 5 項 目すべ て に、母

親 に 関す る項 目は 5 項 目中 4 項 目に 「そ う思 う」

また は 「非常 に そ う思 う」 とい う評 価 を した 。

母親 に関する項 目の うち、「PECS を使 うこ とで 、

子 ど も の 言 い た い こ とが 分か りや す くな っ て 助

か っ た」 とい う項 目 の み 「どちらで もな い 」 と

評価 され た 。

】V．考 　察

　 1．機会利用型指導法 と生態学的 ア セ ス メ ン

　　 トに基づ く指導手続きに つ い て

　本研 究で は、家庭場面 に お い て PECS の 使用

を促 進す る た め の 指導手続 きと し て
、 機会利用

型指導法 の 効 果を検討 した。また 、生 態学的 ア

セ ス メ ン トを行 い そ の結果 に基づ い て 指導手続

きを立案 し、指導を実施 した 。 その 結果 、 対象

児は 機会利用 型 指導 法 に よ る 指 導期 に お い て

PECS に よ る 自発 的 な コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン行動

が そ れ以 前 よ りも増加 した 。

　機 会利用型指導法 は、機 能性 を持 っ た言語行

動 の 獲得 を促進す る ため に、対象児の 日常生活

の 文脈 にお い て強 固に機能 して い る行動連鎖の

Table　2　 社会 的妥当性 の 評定結果

質問項目 母親の 回答
一

子 ど も に つ い て
一

1 ）子 ど も は、欲 し い も の が あ る と きは 積極 的 に PECS を使 う よ うに

　 　な っ た

2 ）家庭 で PECS を使うように な っ て 、子 ど もの 言 い た い こ と が 家族

　 　に 伝 わ りや す くな っ た

3 ）子 ど もは、PECS を 使 う こ とで 家族 に 自分から関 わ りを持 つ こ と

　 　 が 増 え た

4 ）今 回 行 な っ た 指導方法は、子 ど も に と っ て 負担 が 小 さか っ た

5）子 ど もが こ れか らもPECS を使 うこ とは よ い こ とだ と思 う

そ う思 う

そ う思 う

　 そ う思 う

非常 に そ う思 う

非常 に そ う思 う

一お 母 さん に つ い て
一

1）PECS を 家庭 で も使 え る よ うに す る た め に、今回 の 方法 は よ い と

　　思 う
2 ）PECS を使 うこ と で 、子 ど もの 言 い た い こ とが 分 か りや す くな っ

　 　て 助か っ た

3 ）PECS は、子 ど もが 周 りの 人 と コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を と りや す く

　 　す る た め に役 に た つ と思 う

4 ）今回行な っ た指導方法 は 単純 なもの で 、家庭 で も無理な く実施 で

　 　 き る もの だ っ た

5 ） こ れ か ら も継続 して 家 庭 で も PECS を使 い た い と思 う

そ う思 う

ど ちらで もない

そ う思 う

そ う思 う

そ う思 う
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自閉性障害児にお ける絵 カ
ード交換式 コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン ・シス テ ム （PECS ）の 家庭内での 自発的使用促進に 関する 研究

中で 指 導 を行 う手 続 きで あ る （出 口 ・山 本 ，

1985＞。 本研究で は 、対 象児が何 らかの トポ グ

ラ フ ィ
ーで 要求充足行動を生起 させ た 時 に 機会

利用型 指導法を用 い た。こ の 行動 は 日常 的に 自

発す る機会が多か っ た もの で あ っ た 。こ の 指導

を通 し て 、欲 しい 物 に 直接働 きか ける と い う対

象児 の 要求充足行動が 、PECS に よ る コ ミ ュ ニ

ケ
ーシ ョ ン 行動 に置 き換 わ っ た 。

こ の よ うな要

求場面 に お け る トポ グ ラ フ ィ
ー

の 変換 が促進 さ

れ た の は、PECS に よ る コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン行

動が 、対象児の 日常場面 にお い て すで に機能 的

に強化 ・維持 され て い た 随伴性 に付 加 され る形

で 指導 され たた め で ある と考 え られ る 。

　 なお結果 で は、機会利用型 指導法に よる指導

を始め た 6 週 目以 降の 要求行動 の 生 起 頻度の 総

数がそれ以前 よ りも減少 して い る こ とが 示 され

て い る 。 こ の 結果 は介 入 に よ る 影響 で は な く、

夏 休み が 終了 して対象児が 家 に い る時 間が 少 な

くな っ た こ とと 、 暑 い 時期 に多 く要求 して い た

物 品 （ジ ュ
ー

ス や ア イ ス ）の 要求頻度が 減少 した

た め （Table　1 参照）だ と考 え られ る 。

　 また社会的妥 当性 の 評定結果か ら、本研究 の

指導手続 きは対象児と母親 の 双方 に と っ て 負担

の 少な い もの で あ っ た こ と が 示唆され た 。こ の

負担の 少な さ は 、 母親が指導手続 きの 実行を行

う上 で 重 要 な要因で あ る と考 え られ る 。 よ っ て

機会利用型指導法の 手続 きは 、対象児 と家族 に

と っ て 実行 の 負担が少 ない と い う面か らも有効

な方法で ある とい うこ とが推察 され る 。

　 また 、生 態学的 ア セ ス メ ン トの 結果 をも とに

PECS を使用す る ため の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン

・

ボ
ー

ドの 設置場 所 を対 象児が 要求 を行 う際 に 目

に付 きや す い 場所 に設置 した 。 そ れ に よ り小 井

田 ・園 山 （2004）と同様 に 、
コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ

ン ・ボ ー ドと絵 カ ー ドが PECS に よ る 要求行 動

の 弁別刺 激 と して の 機能 を もち、PECS の 使 用

が促進 された とい うこ とが考えられる 。 しか し、

ベ ー
ス ライ ン 条件時 に は対象児は ほ と ん ど PECS

を自発 的 に使用 しな か っ た 。こ の こ とか ら、生

態 学 的 ア セ ス メ ン トに 基 づ く介入 の み で は 、

PECS の 自発的 使用 は促進 され な い と い うこ と

が 示 され た 。 よ っ て 、PECS の 日常場面で の 使

用 を促す に は
、 生 態学的ア セ ス メ ン トと機 会利

用型 指導法 を組 み合 わせ る こ とが有効 で ある と

い うこ とが示唆 された 。

　 2 ．PECS ト レ ーニ ン グ ・マ ニ ュ ア ル に基 づ

　　 く指導 に つ い て

　 フ ェ イ ズ 皿 の ト レ ーニ ン グ条件時 にお い て 対

象児 は ト レーニ ン グ場面以外で は 自発 的な要求

行動 と して PECS を使 用す る こ とは ほ とん ど な

か っ た 。
こ の こ とか ら 、 PECS の 基本的 な トレ

ーニ ン グ手続 き の 中に は PECS の 使用 を非訓 練

場面 にお い て も促 す要因が含 まれ て い な い 可能

性が 示 され た 。 しか し、本研究 に お い て 家庭場

面 で 行 っ た PECS の 基本的 な トレ ーニ ン グ手続

きは フ ェ イ ズ 皿 の もの だ けで あ っ た。日常場面

に お い て もフ ェ イズ 1 か ら順番に ト レーニ ン グ

を進め る こ とや 、 要求 を行 うた め に移動する こ

とが 求め られる フ ェ イズ H の ト レ ーニ ン グ を行

うこ とが 、自発 的なPECS の 使用 を促 す と い う

可 能性 もある 。また、本研 究で は フ ェ イズ m の

トレ
ー

ニ ン グ条件は 2 週 間 しか 行わ な か っ た 。

機会利用型指導法の 条件時に は 、 PECS に よる 自

発 的な要求行動は徐 々 に 頻度が増 え て い く傾向

が 見 られ た 。 そ の た め PECS に よ る 自発 的 な要

求行動は、フ ェ イズ 皿 の トレ ーニ ン グ の 条件 を

さ らに継続 した場合で もこ の 後徐 々 に増 えて い

く可能性が あ っ た こ とは否定で きな V   したが

っ て 、PECS の 基本的 な ト レ ーニ ン グ手続 き と

非訓練場 面 にお ける PECS の 使用促進 と の 関係

性 に関 して は さ らなる検討 が 必要で ある 。

　 3．今後の 課題

　 本研究で は機 会利用型指導法の 条件時 にPECS

の 自発 的使用 が 促進 され たが 、13週 目以降は そ

れ 以 前 よ りも PECS の 使用 頻度が 減 っ て い た
。

こ れ は 、 13週 目か ら14週 目 に か け て 、絵カ
ー

ド

が 作成 され て い な い 物 の 要求頻度 が増 えて い た

こ とが理 由で ある と推測 され る （Table　l 参照 ）。

こ の こ と は 、PECS を使用す る た め の 環境 が 整

っ て い ない 状 況が増 えたこ とを意味す る 。 そ の

た め 、 対象児が PECS を使用で きな い 機会が 増

えた と言 える。また こ の こ とが 、PECS の 使 用
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が可能 で あ っ た 要 求行動 の 随伴性 に も影響 を与

えた可 能性 もある 。こ の 期間 に お い て 、対象児

が PECS を使用で きな い 機 会数が増 えたた め に 、

PECS を使用 しな くて もプ ロ ン プ トを受 けず に

要 求充 足行動 が 強化 され る頻 度 が 再 び増 加 し

た 。 こ の 履 歴が PECS を使用する こ とが確 立 さ

れ つ つ あ っ た 物 品 の 要求機会 に も影響 し、そ の

後 の PECS の 使用 頻度が 減少 した と い うこ とが

推察され る 。

　 こ の こ とか ら、用意 され て い る カ ー
ドの 中 に

自分が欲 し い 物 に対 応す る カ ー
ドが な い 、と い

うこ と を子 ど もが親 に伝 える こ とを保障で き る

ような手段 を確立す る こ とが 必要 で ある と考 え

られ る 。 例 えば、カ
ー

ドが な い こ とを伝 える た

め の カ ー
ドを作成 し 、 その 使 い 方 を指導する と

い う こ とが考えられ る だ ろ う 。 そ の よ うな方法

に つ い て もさ らに検討すべ きで あろ う。

　 また 、PECS を使 用す る ため の 環境整備 と い

う点で は、 こ の 役割 を担 うの に最適 な の は対象

児 の 家族 であ る と考え られ る 。 本研 究で は絵 カ

ー ド の 作成 は 基本的に指導者が 行 い 、対象児 の

大学来談時 に 母 親に渡 し て い た 。 ま た 絵 カ ー ド

作成の 基準 も設 けられ て い なか っ た 。 そ の ため 、

対象児の 好み の 変化 へ の 対応が不 十 分 で あ っ た

と考 え られ る 。 こ の 点 を改善する には、対象児

の 家族 に 対 し、絵 カ ー
ドを作 る行動 や指導手続

きの 正確 な実行 を強化 ・維持す る た め の 随伴性

の 形成や 先行条件の 設定に つ い て 検討す る 必要

が ある 。

　近 年 、 自閉性障害児 な どの 発達障害児 の 療育

訓練 の
一

環 とし て 、家庭 に お い て 子 ど もの 指導

を行 うた め に 親に 子 ど もを指導する ス キ ル を身

に つ け させ る 親指導 プ ロ グ ラ ム の 効果 を検 討す

る 研 究 が行 われ て い る （菅野
・小 林 ，1996）。

PECS に お い て も、小井田 ・園山 （2004）が 親指

導に よ る トレ ーニ ン グ の 効果 を示 して い る 。

　こ れ らの こ とか ら、 日常場面 に お い て PECS

を使用 した コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動 を長期 的 に

維持す るた め に は、親指導 を通 した介入 の 中に

PECS を組 み込 む こ とが有 効で ある と考 えられ

る 。 その 上で 、対象児の 行動 に限 らずそ の 家族

の 行動 も含め て 長期的 に維持 され る ような親指

導プ ロ グ ラ ム を検討 し、そ の 効果 を示す こ とが

必要で あ ろ う。

付 　記

　本研究 の 公 表 に 関 して は 、ご家族 の 同意 をい

た だ きま した 。 本研 究 を進 め る に あた っ て も、

対象児の ご家族の 方々 か ら多 くの ご理 解 とご協

力を い た だ きました 。 深 く感謝 申 し上 げます 。
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SpontaneousUseofthePictureExchangeCommunicationSystem  (PECS) in

                  Home  by a  Child with  Autistic Disorder

Keita "JIMA*,  Kousuke  TAKAHASHI"*  and  Fumiyuki  NORO'"

    The Picture Exchange  Communication System (PECS) was  developed as a  means  to teach

functional communication  using  picture cards  to children  with  autism  and  related  developmental

disabilities. The purpose of  present study  was  to increase the use  of  PECS  in the home. The

participants were  an  elementary  school  student  with  autistic disorder and  his mother.  When  the

procedures were  planed, an  ecological  assessment  was  implemented. In addition,  the procedures
based on  the PECS  training  manual  and  the incidental teaching  were  implemented. These

procedures were  implemented by  mother  of  the student.  As  a  result,  the  student  increased the

quantity of  PECS  use  when  the incidental teaching was  implemented. The  results suggest  that

the combination  of  ecological  assessment  and  incidental teaching was  effective  fbr increase of

the PECS  use  in the student;ts  home. These results  are  discussed in terms of  maintenance  of  the

PECS  use  for a  prolonged period by building PECS  into the parent training programs.

Key  Words  : PECS,  incidental teaching,  ecological  assessment,  elementary  school  student  wnh

           autistic disorder
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